
284 INTERNET magazine 2001/10 TCP/IP（ティー・シー・ピー・アイ・ピー／Transmission Control Protocol/Internet Protocol）：インターネットでデータをやり取りするために標準的に用いられるプロ
トコル（通信規約）。HTTPやFTPなどの基盤となるプロトコルである。

注目のアプライアンスが続々入荷！

アメリカでは、いまネットワークを活用したおもしろ製品がどんどん誕生している。
そのなかには感動的な驚きの名品もあれば、「なんだこりゃ？」な迷品もある。
ここメリケン逸品堂では、毎月入荷する品々の中から店主厳選の逸品をご紹介しよう！
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IT不況が叫ばれ、パソコンが売れなくなっ

たなか、唯一元気があると言われてきたのが

PDA。PalmやPocket PCのような定番モノ

だけでなく、先月紹介したeBookmanのよう

なちょっとユニークな製品も多数登場している。

今回紹介するVR3もそんなちょっとカワリ

ダネに分類されるもの。その最大の特徴は

LinuxをOSにした初のPDAだということ。オ

ープンソースで大人気のLinuxをPDAにとい

う動きはけっこうあったが、製品化はこのVR3

が初めて。TCP/IPとの親和性の高さなどが

アピールされているほか、Linuxコミュニティ

ーによる多数のソフト開発も期待される。

ということで使い勝手だが、普通に使うぶ

んには他のPDAと目立った機能の違いはない。

アドレスブックやスケジューラーなどの一般的

なPIM機能はあらかじめインストールされて

いるし、手書き入力機能がソフト的に起動す

るようになっているところやメニューがポップ

アップするところなどはPalmよりもPocket

PCに近い印象だ。

CPUは66MHzの32ビットNEC VR4181。

メモリーは8MB RAMとフラッシュメモリーが

16MBという構成だ。液晶は16階調で160×

240のモノクロ。アプリケーションの切り替え

でちょっともたつく感じはあるものの、けっこ

うキビキビ動いてくれる。ちょっと驚かされた

のがパソコンとのシンクロソフト。なんと基本

で用意されているのはLinux用のみなのだ。さ

すがLinuxマシンといったところだろうか。

さて、インターネット対応の容易さをうた

うくらいだから、インターネット利用もすいす

い…と言いたいところなのだが、残念ながら

専用モデムを入手できなかった。同社の通販

部へオーダーしてから1か月以上待ったのだ

が、在庫切れが続いている。サポートに電話

すると毎回「あと2週間ぐらい」と言われて

しまう。また、4月に公開されたはずのブラウ

ザーもいまだにウェブにアップロードされず、

シンクロソフトもウィンドウズ用が6月にβ版、

7月に製品版が公開予定のハズが8月になっ

てもβ版すら出ていない。

どうも他に先駆けて発売したものの、先細

りに陥ってしまったようだ。不況の波はここ

まで来たのか、そんなことを思ってしまった最

終回の逸品堂であった。

発 売 は さ れ た モ ノ の
い ま だ ウ ェ ブ は 使 え ず

リセットするとLinuxがOSであるこ
とがわかる起動画面が表示される。

手書き入力はソフトキーボードの一部
として機能するようになっている。
起動するまでが少し面倒。

Linuxを搭載した初のPDAが登場！

VR3

●メーカー：Agenda Computing

●価格：249ドル（専用モデム：99ドル95セント）

www.agendacomputing.com
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INTERNET magazine 2001/10 285PIM（ピム／Personal Information Manager）：スケジュールやアドレス帳などの個人情報を管理するソフトウェアのこと。

これまで多くの最新ネットアプライアンスを

紹介してきた当逸品堂だが、最終回となる今

回はあえて老舗ともいうべきNew Internet

Computer（NIC）を紹介しよう。

NICの開発はもう6年近く前、オラクルの

CEOラリー・エリソンが提唱した簡単で便利

なネットワークデバイスという発想から始まっ

た。その後紆余曲折があったものの昨年1月

にエリソンが会長になって会社を設立して発

売に至ったのである。まさにネットアプライア

ンスの先駆者的存在なのだ。

まずハード的な面から見てみると、CPUに

はCyrix MII PR266を搭載し、メモリーは

64MBという構成になっている。モデムはも

ちろん、10/100 Base-Tのイーサネットポー

トとUSBにも対応している本格派だ。

特徴的なのはキーボード、マウス、スピーカ

ー付きで約200ドルという

低価格にもかかわらず

CD-ROMドライブを搭

載していること。というの

も、このNICは毎回CD-

ROMからOSを起動す

る仕様だからだ。このOS

は、Linuxをモディファイ

したもの。今回、古典

とも言えるNICをあ

えて紹介することに

した1つの理由は、

この“NIC”OSが

今年になって2.0

にアップグレードしたことにある。“アップグ

レード可能”をうたっていても実際にはアッ

プグレード前に消えていく競合製品が多いな

か、しっかりアップグレードしたのは立派だ。

ちなみにアップグレードの内容はトゥルータイ

プフォントやリアルプレイヤー

8.0、マクロメディアフラッシ

ュ5などへの対応がメインだ。

さて、実際のネット利用だが、

ネットスケープがすべての基本

となる。NIC 2.0ではネットス

ケープ4.76が採用されており、

メールもヤフーメールのような

ウェブメールを使うようになっている。前述し

たようにリアルビデオを見られるのだが、メモ

リーが足りないのか、少し負荷がかかると止ま

ってしまうこともあった。

起動すると画面いっぱいにネットスケープ

が表示されるが、実際にはちゃんとデスクト

ップ上にウィンドウとして開いており、閉じる

ことも可能だ。これはリモートサーバーを使え

ば、ワープロなどのアプリケーションを使うこ

ともできるというNIC本来の狙いが見えると

ころでもある。一時はPCに取って換わるとも

言われたNIC。今後も世間の荒波を乗り越え

ていってもらいたいものである。

Napsterのおかげか、インターネットから音

楽をダウンロードして楽しむのはすっかり定着

し、MP3携帯プレイヤーもバカ売れだ。にも

かかわらず家庭内の高音質なAVシステム経

由でインターネットミュージックを楽しむための

機器は依然いまひとつ伸び悩んでいる。この

コーナーでもこの分野のアプライアンスはいく

つか紹介したが、いずれも大ヒットはせず、す

でにアメリカ市場から姿を消してしまった製品

すらある。ネットオーディオと既存のAVファン

の間には見えない壁があるのかもしれない。

そんな障壁にあえて挑もうというメーカー

が現れた。家電大手のフィリップスはインター

ネットオーディオシステム内蔵のCDミニコン

ポ、FW-i1000を秋にアメリカで発売すると

発表したのだ。FW-i1000に

は以前紹介したIMレシーバー

のストリーミングオーディオ再

生モジュールが内蔵されてお

り、ユーザーはラジオ感覚でイ

ンターネットラジオを高音質で

楽しめる。さらにホームネット

ワークにも対応し、PCに保存

したMP3の再生も可能。もち

ろんCDミニコンポとしての実力

も高い。この真打ちの登場で、壁

が打ち破られることを期待したい。

ひと足早くハヤリモノを c h e c k !

O S が バ ー ジ ョ ン ア ッ プ
価 格 は な ん と 2 0 0 ド ル

元祖アプライアンス、ネットワークコンピュータはいまだ健在

NIC

これが2.0版の基本画面。ネットスケ
ープ4.76がいっぱいに表示される。

動きはぎこちないが複数のウィンドウも
開ける。ゲームもいくつか用意される。

●メーカー：New Internet Computer Company

●価格：199ドル99セント

www.thinknic.com/about/

D A T A

インターネットラジオ機能が付いたCDコンポ

FW-i1000
www.cft.philips.com/aboutus/internet_radio.htm

北米では今秋に発売される予定と
のことだが、価格はまだ未定。
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